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YCU 長期留学プログラム 派遣学生報告書 

氏 名 YM 学部・学科 国際教養学部 

学 年 4 派遣国 トルコ 

派遣大学 中東工科大学 

期 間 2024 年  9 月 20 日～ 2025 年 6 月 22 日 

 

【生活編】 

１．滞在先 

滞在形態 学内の学生寮 ／ 学外の学生寮 ／ アパート ／ その他（         ） 

部屋 個室 ／ 2 人部屋 ／ ３人部屋 ／ その他（    4 人     ） 

設備 

*共同＝◎ 部屋にあるもの＝○ 

トイレ ◎  シャワー ◎  洗面所 ◎  

キッチン ◎  冷暖房 ○ 冷蔵庫 ○ 

滞在費 約（       12000   ）円  *1 ヶ月あたりの寮費や家賃 

移動 （         ）で、約（   ）分  *大学までの所要時間と移動方法 

転居した場合は、上記表をコピーして滞在先２の内容を追加してください。 

２．日常生活 

（１）1 ヶ月の生活費 

項 目 金 額 内 訳 

食費 30000 円  

学用品購入費 2000 円  

交通費 2000 円 バス 1000 円、メトロ 1000 円 

交際費 20000 円 旅行代 20000 

その他 10000 円 日用品 2000 円、衣服 8000 円 

合計 64000 円  *概算で記録してください。 

（２）治安状況・危険地域など 

キャンパス内は昼夜共に非常に安全で、寮の外を出歩いていても問題ない。 

大学の外も基本的に安全だが、野犬には少し注意したほうがいい。 
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３．海外旅行損害保険について 

 

保険の名称 学研災付帯海学 ／ その他（             ） 

加入期間 （   ）ヶ月間 保険料 （         ）円 

現地の国／大学指定の保険に加入した場合は、下記も記入してください。 

保険の名称  

加入期間 （   ）ヶ月間 保険料 （         ）円 

 

４．滞在都市についての情報  

滞在都市／町（    アンカラ     ） 

トルコの首都であり、大使館や移民局などの行政機関がそろっている。交通の面では、メト

ロが街の近くには通っているのと、バスが街の外れの方まで走っているので不便はない。シ

ョッピングモールも多くあり、スーパーや服屋なども多く揃っているので買い物に困るこ

とはない。 

 

  



3 

 

【学業編】 

１．大学情報 

大学 中東工科大学 所在地 アンカラ 

最寄空港 エセンボア空港 空港からの距離 40km 

空港⇔大学 
（       バスで約 2 時間                   ） 

*移動手段 

学生数 28,000 留学生数 2000+ 

学部 

Architecture 

Arts and Science 

Economic and Administrative Sciences 

Education 

Engineering 

 

 

 

*留学先大学の保有する学部をすべて記載してください。 

学部/専攻 
教育科学 

*留学中に所属した学部/専攻を記載してください。 
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２．週間スケジュール 

① (    9     )月～(  1     )月 

 月曜日  火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 

午前 

Sociolinguistics 

and Language 

Teaching 

Introduction to 

Education 

World 

Englishes and 

Culture 

Drama 

Analysis 

Contemporary 

Southeast 

Asia 

午後 

     

 

② (     2    )月～(    6     )月 

 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 

午前 

 Spanish  Spanish Understanding 

of social 

behavior 

午後 

 Turkish  Turkish  
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３．履修内容 

科目 Sociolinguistics and Language Teaching 

履修期間 前期 単位数 3 

授業内容／形態 

どのようにして第二言語を習得するのか。第二言語習得への良いアプロ

ーチとはどのようなものか。 

成績 AA 

YCU 振替予定 

科目 応用言語論ｂ 

単位数 2 

担当教員 関佳奈  

 

科目 Introduction to Education 

履修期間 前期 単位数 3 

授業内容／形態 

教育の理論や哲学。トルコの教育制度や課題点。 

成績 AA 

YCU 振替予定 

科目  

単位数  

担当教員  

 

科目 Drama Analysis 

履修期間 前期 単位数 3 

授業内容／形態 

演劇の脚本をその脚本家や時代背景を踏まえつつ考察する。 

成績 CB 

YCU 振替予定 

科目  

単位数  

担当教員  
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科目 World Englishes and Culture 

履修期間 前期 単位数 3 

授業内容／形態 

現在に至るまで英語がどのように世界に広まったのか、現在英語がどの

ように世界の人々に話されており、どのような英語教育が良いのか。 

成績 AA 

YCU 振替予定 

科目  

単位数  

担当教員  

 

科目 Contemporary Southeast Asia 

履修期間 前期 単位数 3 

授業内容／形態 

東南アジアの歴史や発展、課題。 

成績 BA 

YCU 振替予定 

科目 東南アジア史 

単位数 2 

担当教員 柿崎一郎 

 

科目 Spanish201 

履修期間 後期 単位数 4 

授業内容／形態 

スペイン語やスペイン・ラテンアメリカの文化 

成績 BA 

YCU 振替予定 

科目  

単位数  

担当教員  
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科目 Understanding Social Behavior 

履修期間 後期 単位数 3 

授業内容／形態 

社会心理学の基礎 

成績 FD 

YCU 振替予定 

科目  

単位数  

担当教員  

 

科目 Turkish 

履修期間 後期 単位数 4 

授業内容／形態 

トルコ語 

成績 AA 

YCU 振替予定 

科目  

単位数  

担当教員  
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＜総括＞ 

（１）全体的な感想     *留学生活全体を通しての気づきや学びをまとめてください。（800 字以上） 

私がトルコに行って特に学んだことは、人は思っているよりも強いのだということです。こ

れは、自分のことではなく、トルコで出会った他の留学生や現地の方々と交流してお話を聞

いたことで感じたことです。私は、トルコに行く前年にイスラエルとハマスの戦争、その前

年にロシアのウクライナ侵攻が始まったことによって、地理的、政治的などで近いトルコに

行くというのは一体どのようになるのだろうと少し心配していました。また、ハタイ県での

大地震の影響や近年驚くほど高いインフレ率など、この状況下で行くことはベストなタイ

ミングではないのではないかと内心思っていました。しかし、行ってみると、もちろんそれ

らの影響はありますが、アンカラでは日本と変わらないような光景が溢れていました。その

ことから、自分の心配性すぎる面を反省しました。また、ウクライナやロシア、パレスティ

ナからの留学生の子たちと出会うことができ、様々なお話を聞くことができました。彼ら

は、ウクライナでは毎日空にミサイルが飛んでいるとか、パレスティナ人であるがために殺

されてしまう仲間の話など、いろいろと教えてくれました。なんと言ったら良いのか分から

ないことに不甲斐なく感じましたが、そんな私を気遣ってか、ジョークを入れてくれたり、

深刻な顔つきではなく明るい口調で話してくれたりと、その心遣いに感動しました。また、

そのような環境から来た彼らも勉強や部活、遊びなど全力で取り組んでいて今を生きるこ

との大切さを感じました。確かに、ニュースや自分の身の回りのことを考えると不安や憂鬱

になることが数多くあるけれども、それらに負けないことが生きるということなのだと思

い、留学が終わってからも、自分の人生を最大限使うような生き方をしたいと思いました。

また、今いる家族や友達など自分の大切な人を大事にしていきたいと思うきっかけになり

ました。楽しいこと、大変なこと、嬉しいこと、悲しいことなど盛りだくさんで非常に学び

の多い留学生活だったと思います。 
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（２）今後の展望  *この経験を今後どのように活かしていきたいかをまとめてください。（400 字以上） 

私はトルコで外国人として約 10 ヶ月の間過ごした経験から、帰国した後は日本にいる外国

人の方の支援に携わることをしたいと思うようになりました。トルコにおいても日本にお

いても、自分が他者とは「違う」存在になると、そこでいわば差別や不条理を味わうことも

あります。トルコ、特にアンカラではいろいろな外見の方が住んでいるので、見た目が違う

ことで何か起こるようなことは少なかったですが、日本だと、見た目が違うことでも様々な

困難に遭うと思います。外国人として暮らすことは大変なことも多々ありますが、そのよう

時に助けてくれる人も現れてとてもありがたかったです。このことから、何らかの形で日本

に住む外国人の方々の手伝いができたらいいと思っています。 

 

（３）後輩へのアドバイス *留学を希望する学生にむけてのアドバイスをお願いします。（400 字以上） 

交換留学が始まったばかりであるのと、中東地域に留学する人が少ないので情報が少なく

不安に思うことも多いかもしれません。ですが、実際に行ってみると、アンカラはとても発

達しており、生活で困ることはなかったです。また、移民局や大使館もあるので、万が一の

時も助けを求めやすい環境にあります。トルコの人は、優しく助けようとしてくれる方が多

いので困った時も頑張って手助けしようとしてくれると思います。日本人やアジア人の留

学生が少ないので、日本人同士で群がるということも少ないですし、全く違う文化に浸るこ

とができると思います。同じ交換留学生もヨーロッパや中東、中央アジアから来る人が多い

ので、これまで出会ったことのないような国の人とも会うことができます。また、ヨーロッ

パやアメリカなどと比べて留学にかかる費用は安く済ませられるので、アルバイトでお金

をためて留学に行こうと思っている方にはとてもいいと思います。トルコに約 1 年間も滞

在できるチャンスは他にほとんどないので、ぜひ選んでみてほしいです。 

 

 


